


　古平町は、北海道の西部、積丹半島の東中央部に位置し、行政区域

188.36㎢のうち92％が山林で、古くはニシン漁を中心とした漁業で発

達してきた、青い海と緑の山に囲まれた自然豊かな町です。

　いま、古平町は全国の自治体同様、人口減少や少子高齢化問題のよ

うな課題を抱えております。しかし、平成23年度策定の10年間の将来

像を描いた第5次総合計画に基づきながら、課題解決を目指すべく安

心して暮らせる町づくりを進めています。住民のみなさまとの連携を

一層強め、「協働で創る住みよいやすらぎの郷、ふるびら」を実現し

ていきます。

　古平町には、これまで受け継がれてきた豊かな自然、伝統文化、歴

史、気風があり、今日の町の礎となっております。まちづくりにあ

たってはこれらを尊重しながら大切にしていくべき“古平らしさ”を

念頭に置いて取り組みを推進していきたいと思っております。

　この町勢要覧では町の一端をご紹介させていただきます。本誌をご

覧いただき、古平町へ足を運ぶきっかけになれば幸いです。
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協働で創る住みよい
やすらぎの郷、ふるびら

セタカムイ岩／アイヌ語で「犬の神」を意味する名を持つ奇岩。犬が遠吠えする姿に似ていることから、
漁に出て帰らぬ人となった飼い主を待ち続けた犬が岩になったという伝説が残されています。

日本海に面するニセコ積丹小樽海岸国定公園に位置し、青き海と緑の山に囲まれた古平町。
ここには、先人から開拓精神を受け継いだ心厚き人々の豊かな暮らしがあります。
























